
• barは星形成をenhanceもsuppressもするが、詳細な物理の理解は不十分。
• Barを介したgas流入と銀河中心での質量集中、ring状の星形成、etc

• Barの形成・成長と母銀河の進化の関係
• MaNGAの大規模空間分解サンプルを用いて、母銀河の性質 (Ms, SFR) と

barの性質 (長さ、SF) の関係を調べる。

� 母銀河の質量はbarとその周辺の星形成に
深く関わっているようだ。

Barでの星形成
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Bar銀河サンプルをHa

輝度分布で細分化して
bar進化を考える。

a) Along the bar (18%)

b) Central  (20%)

barを介した中心SB

c) Ring (21%)

bar重力とgas disk回
転の共鳴

d) At ends of bar (18%)

weak shearと
turbulenceの拮抗

e) No Ha (10%)

f) Unclassifiable (13%)

・Massive銀河ほど
長いbar。

Reで規格化すると、
・短いbarはSF銀河
・長いbarはquiescentも含む。

SF銀河のbarは最近形成

されてまだ成長中のため、
短いと考えられる。

z~0.8ではlow-mass銀河の
bar fractionが小さいという
報告もある。

a) low-mass on MS

b)広く分布
• SF/AGN/LINERが混在

c) high-mass on/below 

MS

d) high-mass on MS

• 長いbarのほとんどは
central/no Ha銀河に
属する。

• quiescentには長い
barが多い
�quenchingへのbar

の影響。

• Spiral armでも見られる
ように、bar内の星形成
はleading edgeに偏っ
ている。

• それ以外の場所では
shearとturbulenceによ
りSFが起きにくい。


